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企
業
に
と
っ
て
省
エ
ネ
…

ル
ギ
I
対
策
は
待
っ
た
な
…

し
の
課
題
だ
。
成
果
は
エ
…

ネ
ル
ギ
I
コ
ス
ト
の
削
減
…

に
直
結
し
、
二
酸
化
炭
素
…

〈
C
0
2
）
の
排
出
抑
制
…

も
同
時
に
実
現
す
る
。
ヒ
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I
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ポ
ン
プ
シ
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テ
ム
な
…
電
…
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…

高
圧
昭
和
ボ
ン
ベ
〈
大
阪
市

北
区
、
野
村
員
澄
社
長
、

0
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は
、
高
圧
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る

金
属
製
ボ
ン
ベ
「
シ
I
ム
レ
ス

容
器
」
を
製
造
す
る
。
亀
山
工

場
〈
三
重
県
亀
山
市
）
と
土
浦

工
場
〈
茨
城
県
土
浦
市
）
の
2

拠
点
を
設
け
、
い
ず
れ
も
鋼
材

の
加
工
か
ら
成
形
、
塗
装
ま
で

の
工
程
を
一
貫
で
手
が
け
る
。

亀
山
工
場
は
消
火
装
置
用
ボ

ン
ベ
を
主
力
に
し
、
年
間
約
2

口
1
口

急
速
加
熱
で
生
産
効
率
向
上

電気式に切り替え熱効率改善
万
5
0
0
0本
を
生
産
。
内
容

量
日
l
m∞
民
ま
で
6
種
類
の
ボ

ン
ベ
を
取
り
扱
う
。

同
工
場
で
は
ボ
ン
ベ
の
頭
部

成
形
に
利
用
す
る
燃
焼
式
端
管

炉
の
老
朽
化
に
伴
い
、

5
月
に

タ
イ
チ
ク
製
の
電
気
式
誘
導
加

熱
炉
を
導
入
。
頭
部
を
丸
み
を

お
び
た
形
に
成
形
す
る
加
工
機

〈
ス
ピ
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
）
な
ど

周
辺
機
器
も
合
わ
せ
て
更
新
。

投
資
額
は
3
億
円
。
一
連
の
設

備
更
新
に
よ
っ
て
、

1
日
当
た

り
の
本
数
に
換
算
し
て
生
産
効

率
が
約
日
%
ア
ッ
プ
し
た
。

ボ
ン
ベ
は
原
管
の
先
端
か
ら

2
0
0、U
Mま
で
の
部
分
を
1

2
0
0度
C
ま
で
加
熱
し
、
ス

ピ
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
ロ
ー
ラ
ー

を
使
い
な
が
ら
絞
っ
て
丸
み
を

付
け
る
。
こ
の
加
熱
工
程
に
こ

れ
ま
で
約
初
年
間
、
ブ
タ
ン
ガ

ス
を
燃
料
に
す
る
炉
を
使
っ
て

い
た
。
新
た
に
電
気
式
に
切
り

替
え
た
結
果
、
「
加
熱
の
立
ち

上
が
り
が
早
く
、
制
御
が
き
ち

ん
と
で
き
る
。
そ
れ
に
製
品
に

皮
膜
が
付
着
し
に
く
い
」
〈
曽

我
正
和
常
務
亀
山
工
場
長
）
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
子
に
し
た

と
い
う
。

シームレス容器の原管を誘導
加熱装置の中に入れて加工
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燃
焼
式
で
は
燃
焼
開
始
か
ら
り
高
く
な
り
、
作
業
者
の
負
担

必
要
な
温
度
に
達
す
る
ま
で
に
と
な
っ
て
い
た
。

約
お
分
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
品
質
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
は
大

し
電
気
式
で
あ
れ
ば
予
熱
せ
ず
き
い
。
電
気
式
は
容
器
表
面
に

に
作
業
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
燃
皮
膜
が
付
着
し
に
く
く
、
そ
の

焼
式
で
は
広
範
囲
に
熱
が
伝
わ
後
の
塗
装
工
程
で
ム
ラ
な
く
粉

る
た
め
、
必
要
な
部
分
以
外
も
体
塗
装
で
き
る
よ
う
に
な
っ

加
熱
し
て
し
ま
う
。
電
気
式
で
た
。

あ
れ
ば
局
部
的
に
加
熱
で
き
、
電
気
式
誘
導
加
熱
炉
の
導
入

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
に
つ
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
は

約
初
%
と
見
込
む
。
「
焼
入
れ

炉
や
塗
装
乾
燥
炉
な
ど
ほ
か
の

製
造
工
程
で
5
種
類
の
燃
焼
式

を
使
用
し
て
い
る
。
炉
の
一
部

を
電
気
式
に
置
き
換
え
た
こ
と

で
生
産
効
率
が
予
想
以
上
に
上

が
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
し
た

い
」
〈
同
）
と
し
て
い
る
。

〈
三
重
支
局
長
・
堀
信
一
）

な
が
る
。
さ
ら
に
燃
焼
式
は
原
管
の
投

入
口
か
ら
熱
が
漏
れ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
炉
の
周
辺
の
温
度
が
か
な




